
(その1)

収 支 報 告 書
(

平成27年 分

開催分)

(ふ り が な)

1政 .治 団 体 の 名 称

2主 た る 事 務 所 の所 在 地

(アパー ト・マンション名)

(姓)3代表 者 の 氏 名

宮焙

(姓)
4会 計 責 任 者 の 氏 名 神山

ふなだは じめをしえんするせいねんのかい

、船田元を支援する青年の会

宇都宮市一 の沢i-2-6

政 治 団 体 の 区 分

日

口

口

政

政 党

政 治

党
の 支 部

資 金 団 体

口 政治資金 規正法第18条 の2第1項

規 定 に よ る 政 治 団 体

回 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

(名)

和典

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等 回 同一の都道府県の区域内

(名)

昌彦

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓)

文蔵

(名)

節子

〈電話)

(電話)

(電話)

028-666-8916

国会議員関係政治団体の区分

口 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号 に係 る国会議員関係政治団体

E]政 治資金規正法第19条 の7第1項

第2号 に係 る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名 船田 元

公 職 の 種 類 衆議院議員

(現職・候補者の別)(現 職)

公 職 の 候 補 者(姓)
の 氏名(2人 目)

(名)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

公 職 の 候 補 者(姓)
の 氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

(名)

舞% 功矯 之8ム 〃o/o



(その2) 収 支 の 状 況
1収 支の総括表

収 入 総 額 9844623,,

(前 年 か ら の 繰 越 額) 6390623,,

(本 年 の 収 入 額) 3454000,,

支 出 総 額 1,900,959

翌 年 へ の 繰 越 額 7,943,664

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 一 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人そ の他の団体か らの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 3000000,,

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 3000000,,

(寄附の うち寄附のあっせんに よるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 3000000,,



(その3)

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

行番号 事 業 の 種 類 金 額 備 考

1 その他の事業収入 454,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

合 計 454,000



(その7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 3.政 治 団体

行番号 寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又は代表者の氏名) 備 考

1
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/1/23 宇都 宮市一 の沢1-2-6 船田元

2
自由民主党栃木県第一選挙区支

部
250,000 H27/2/25 宇都 宮市一 の沢1-2-6 船田元

3
自由民主党栃木県第一選挙区支

部
250,000 H27/3/25 宇都 宮市 一の沢1-2-6 船田元

4
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/4/24 宇 都宮市 一の沢1-2-6 船田元

5
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/5/26 宇 都宮市 一の沢1-2-6 船田元

6
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/6/25 宇 都宮 市一の沢1-2-6 船田元

7
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/7/24 宇 都宮 市一の沢1-2-6 船田元

8
自由民主党栃木県第一選挙区支

部
250,000 H27/8/25 宇都宮 市一 の沢1-2-6 船田元

9
自由民主党栃木県第一選挙区支

部
250,000 H27/9/25 宇都宮 市一 の沢1-2-6 船田元

10
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/10/23 宇都宮 市一 の沢1-2-6 船田元

11
自由民主党栃木県第一選挙区支
部

250,000 H27/11/25 宇都宮 市一 の沢1-2-6 船田元

12
自由民主党栃木県第一選挙区支

部
250,000 H27/12/25 宇都宮 市一 の沢1-2-6 船田元

13

14

15

そ の 他 の 寄 附 0
、

合 計 3000000
,,



(その13)

3支 出項 目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 600,000 0

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 235,480 0

(4)事 務 所 費 111,845 0

小 計 947,325 0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 953,634 0

(2)選 挙 関 係 費 0 0

(3)機 関紙誌 の発行そ の他の事業費 0 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0 0
エ そ の 他 の 事 業 費 0 0
(4)調 査 研 究 費 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 953,634 0

合 計 1,900,959



(その14)

(2)経 常経費(人 件 費を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 3.備 品 ・消耗 品費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月1撫
支出を受けた者 の氏名
、(又 は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 パ ソコン代 194,022 H27/8脚 隔マテハ ンソフ ト 宇都 宮市問屋町3172-78

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 41,458

合 計 235,480



(その14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 その他事務報酬 54,000 H27/12/24
税理士法人 ワイズ
ー

ア イー
宇都宮市今泉町522

2

3

4

5

6

7

8

9 一

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 57,845

合 計 111,845



(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分

1。 組織活動費

交際費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 飲物代 20,684 H27/5/22 ㈱淀川 宇都宮市睦町6-7

2 どらやき 10,350 H27/6/30 マ スキン 宇都宮市曲師町3-9

3 コンペ賞品代/ク ーポン券 13,800 H27/9/25 トラベルサロン宇都宮 宇都宮市池上町4-1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 163,841

合 計 208,675



璽

(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分

1.組 織活動費

大会費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 飲食代 270,000 H27/1/22
東武ホテルマネジメン
ト

宇都宮 市本 町5-12

2 ゲーム代 として 283,050 H27/8/27 宇都宮第 ニ トー ヨーボ
ウル

宇都 宮市滝の原2-4-40

3 飲み物代 15,500 H27/8/27 日光ゆば髄 ㈱ 宇都宮市下荒針町3485

4 働 ごヤ1レ嘱 細 16,000 H27/8/27 花久 宇都 宮市山本1-9-4

5 σラζ∫w麺 ぐ 20,000 H27/8/27 花久 宇都 宮市山本1-9-4

6 ㈲醐"難 べ 20,000 H27/8/27 花久 宇都 宮市山本1-9-4

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 13,748

合 計 638,298



(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
1.組 織活動 費

政策費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 飲食代 33,610 H27/7/31 キハチ 宇都宮市中央本町1-3

2 飲食代 18,507 H27/8/4 居酒屋 鮮 宇都 宮市大通 り3-1-2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 54,544

合 計 106,661



(その17)

1資 産等 の総括表

資 産 等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 回

イ 建 物 口 回

ウ 建物の童査盈且的一と主亙地上権又は土地の賃燈権 口 口

工 亟 径 の 価 題 杢1皿 互 巴 亙 超 え ゑ 動 産 口 回

源 金(豊 通 預 金 及 登 当 座 預 金 を1途1く 。.)オ

又 盗 壁 金(普 通 壁 金 を 除 《L)
口 回

力 金 銭 信 託 口 図

キ 査 価 証 拳 口 回

ク 出 資 に よ 」る.権 型 口 回

ケ 貸位先ご」との残高杢⊥ΩΩ互1ヨ亙超え亙貸位金 口 回

コ 玄 払 並 れ 血 金 額 盛 辺9互 且 を 超 え ゑ 敷 金 口 図

取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関す る権 口 回サ 利

シ 造ム先ご」ヒの残直杢迎 互巴亙超え至借入金 口 回



(そ の20)

占
旦

虹
昌

圭
日

団

口

凹

添付書類(別 添のとお り)

1領 収書等の写し

2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書 は、政 治資金規正 法 に従 って作成 した ものであって、真 実 に相違 あ りませ ん。

「形2差 午目6囲

政治団体の名称

会計責任者の氏名 神山

代 表 者 の 氏 名

船田元を支援する青年の会

昌彦 働

(代表者については解散時のみ記入すること)

(印)



タ

政治資金監査報告書

平成28年3月30日

船田元を支援する青年の会

代表 宮 崎 和 典 殿

登録政治資金監査人

登 録 番 号

研修修了年月 日

返 舟曲
第974

鵬

塾

臓

平成21年4月21日

1監 査 の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基

づ き、船 田元を支援す る青年の会の平成27年 に係 る法第12条 第1項 に規定す

る収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告書並びに当該収支報告

書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難 かった支出の明細書、

振込明細書及び振込明細書 に係 る支出 目的書(支 出の目的が記載 され た振込明細

書の写 しを含む。以下同 じ。)に ついて、支出に関す る政治資金監査 を行った。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適

正化委員会が定 める 「政治資金監査に関す る具体的な指針 」(以 下 「政治資金監

査マニュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任 は、外部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者

の作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係 る支出 目的書 について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査 を行っ

た結果 を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金監査は、船 田元を支援する青年の会 の主たる事務所において行った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項 について、会計帳簿、明細書、領

収書等が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項 について、会計帳簿には、当該 国

会議員関係政治団体に係 るその年 にお ける支出の状況が記載 され、かっ、当該 国

会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項 について、法第12条 第1項 に規

定す る収支報告書 は、会計帳簿、明細書、領収書等 に基づいて支出の状況が表示

されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 について、領収書等を徴 し難 かっ

た支 出の明細書及 び振込明細書に係 る支出 目的書 は、存在 しなかった。



弓

・ノ

3業 務制限

船 田元を支援す る青年の会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す

る事実はない。

また、船 田元を支援す る青年の会 と政治資金監査の業務を補助 した使用人その他の

従業者 との間 においても、同様である。

以 上


